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思春期早期での性行為経験 と関係する

デー トDVの 要因

   Sexual intercourse experience in early adolescence and 
how it relates to dating domestic violence as an influential factor

永 松 美 雪1)原 健 一2)

1)佐 賀大学医学部 看護学科母子看護学,2)佐 賀県DV総 合対策センター

1) Miyuki  NAGAMATSU  : Department of Maternal and Child Nursing, Faculty of Medicine, Saga University, 
2) Kenichi HARA : Saga Prefectural Center for General Countermeasures Against Domestic Violence

抄 録:思 春期早期での性行為経験と関係するデー トDVの 要因を明 らかにす ることを研究目的 とした。対象は

2011年6月 から2012年9月 までの15か 月間に,研 究に参加した17中 学校の13歳 から15歳 の3,287人 の生徒で,合

計2,999人(91.2%)の 回答 を得た。そのうち,性 行為経験者は97人(32%)で あった。性行為経験者 と未経験

者で,デ ー トDVの 知識,デ ー トDVの 認識,セ ルフ･エ スティーム,男 女関係の意識,性 行為に対する態度につ

いて比較した。

その結果,男 女共に,性 行為の未経験者は,経 験者よりデー トDVの 知識得点が高 く,性 行為に対する否定的

態度の得点が高いことを示 した。また,女 子の未経験者は,経 験者よりデー トDVの 認識得点が高 く,セ ルフ･

エスティームが高いことが認め られた。

Synopsis : The purpose of this study was to examine sexual intercourse experience in early adolescence 

and how it related to dating domestic violence as an influential factor. An anonymous questionnaire survey 

was conducted from May, 2011 to September, 2012 for a period of 15 months, the questionnaire being sent to 
3,287 students aged 13 to 15 attending 17 junior high schools. A total of 2,999 students or 91.2% of the sub-

jects agreed to participate in this study. The findings showed that 97students or 3.2% had experienced sexu-
al intercourse. Comparative analysis was made between the students with sexual intercourse experience and 
those without the experience in regard to the following items: knowledge of dating domestic violence, aware-

ness of signs of dating domestic violence, self-esteem, awareness of dating relationship, and attitude toward 

sexual intercourse. In terms of knowledge of dating domestic violence and conservative attitude toward sex-
ual intercourse both female and male students without sexual experience showed higher scores than those 

experiencing sexual intercourse. In terms of awareness of signs of dating domestic violence and self-esteem 
the score was higher for female students without sexual experience than corresponding females experienc-

ing sexual intercourse. 

Key words : early adolescence, sexual intercourse, dating domestic violence.

I.緒 言

平成25年 の 日本性 教育協 会 に よる10代 の性 交

経験 率の 調査結 果 は,中 学生 で男 子3.8%,女 子

4.8%か ら,高 校生 で男 子15.0%,女 子23.6%,大

学 生 で男 子54.4%,女 子46.8%と 年 齢 とともに高

くなってい る1)。思春期 は,い ろいろ な環境 の影

響 を受 けなが ら発達 し,性 行為,暴 力,ア ルコー

ル,タ バ コ,精 神 的不適応･自 殺,反 社会 的行動

な どによ り,さ まざまな健康 問題を生 じる可能性

に さらされてい る2)。特 に,思 春期早期 での性行

為 開始 は,望 まない妊娠 な どの危 険に至 る可 能性

が高 くなる3)。 また,近 年,男 女 間の暴 力(以 下

DV:domestic violence)は,配 偶者 か らの暴 力
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に限らず,結 婚前の男女交際中に起 こった暴力

(以下デー トDV:dating　 domestic　violence)と

表現され,思 春期での暴力の問題が取 り上げられ

てきている4,5)。

海外では,思 春期の対象に,デ ー トDVに 関す

る調査が行われ,被 害者や加害者 として思春期の

男女がデー トDVに 巻 き込まれていることが明ら

かとなり,被 害者となり得る危険性は,男 子より

女子の方が高いと報告 されている6)。わが国の内

閣府の一般成人を対象にした男女間暴力の調査に

よると,交 際相手か らの暴力 を経験 した女性 は

13.6%,男 性は4.3%と 報告され,男 性 より女性が

暴力の被害を受けていることが明らかとなった7)。

大学生男女の研究において,デ ー トバイオレンス

の認識のうち性的暴力については,男 子 より女子

が高いことが報告された8)。中学生男女の研究に

おいては,男 女交際中の暴力の認識のうち性的暴

力は性差を認めなかったが,身 体的暴力や精神的

暴力の内容によって認識に性差を認めた9,10)。こ

れ らの研究から,DVが 起 きる背景として,男 女

のDVに 対する認識についての関連が研究 されて

いるが,年 齢や性差で異なる結果を示 している。

また,女 子大学生･高 校生 を対象 としたNPO法

人DVな がさきの調査 によると,女 子大学生の

14%,女 子高校生の10%が 被害の経験があ り,

その うち30%は,男 性か ら性 的なことを強制さ

れたことがあると報告されている11)。思春期早期

に性行為経験があることは,同 意のない性的暴力

を受けている可能性が高いと推測される。しかし,

日本では思春期早期での性行為経験 とデー トDV

の関係について十分に検討されていない。

近年,海 外で報告 された 「Adolescent　Dating

Violence」 の文献 レビューにおいて,危 険要因 と

して計53要 因が報告された12)。しかし,予 防要因

としては,知 識,教 育の適応時期,言 語理解･IQ,

共感性など個人の4要 因と,愛 情深い学校 と良好

な母子関係など関係性の2要 因が報告されている

だけである12)。これまで,セ ルフ･エ スティーム

が高 く自己主張がで きる大学生ほど,慎 重な性行

為に対する態度をもち,暴 力を受けることが少な

い傾 向にあるという報告がある13)。また,DVの

研究か ら,不 均等な男女関係がDVを 起こす背景

にあることか ら14-16),お互いを尊重する男女関係

が予防要因として推測されている。しかし,こ れ

らは思春期早期においては,十 分に検討されてい

ない。以上により,著 者 らは,性 的暴力を経験し

ている可能性が高い13歳 ～15歳 の性行為経験は,

デー トDVの 知識 デー トDVの 認識,セ ルフ･

エスティーム,男 女関係の意識,性 行為に対する

態度が関係していると仮説を立てた。本研究では,

思春期早期での性行為経験 と関係するデー トDV

の要因を明らかにすることを研究目的とした。

Ⅱ.方 法

1.研 究期間･対 象

調査期間は2011年6月 から2012年9月 までであ

る。対象は,佐 賀県予防教育事業(性 行動に伴 う

危険を予防する中学生向けプログラム)に 参加 し

た中学校の うち学校長の研究承認が得 られた17

中学校 に在籍するデー トDVに 関する授業を受け

ていない13歳 か ら15歳 までの生徒3,287人 であっ

た。

2.研 究方法

1)調 査方法

調査方法 として,研 究者は,教 育前に学校の教

師に説明書,調 査票および同意書 を配布 した。説

明書には,調 査票の配布方法や,回 収方法を記載

した。調査は守秘義務 を重視 し,生 徒が記入する

際,担 任は廊下で待機し,性 行為経験 に関する質

問項目は調査票の最後 に配置 し,記 入後直ぐに,

各 自で小封筒に密封 させ,ク ラス毎に回収 した。

生徒の説明書には,研 究の目的として,デ ータの

守秘性,調 査の参加 を拒否できること,著 者らの

連絡先を詳細に記載した。さらに,わ からない質

問や答えた くない質問は記入 しなくて良いこと,

記入後に提出した くない場合は提出しなくて良い

ことを記載した。

調査後,参 加 した全中学校へ学年毎に調査結果

を報告 し,教 育プログラム案を提示 し,デ ー ト

DVに 関する教育 を実施 した。また,教 育中に生

徒や教員へ性暴力に対する相談･対 応を呼びか

け,相 談や連絡があった生徒に対して佐賀県DV
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総合対策センターと性暴力救援セ ンター･さ が

(さがmirai)と 連携 して対応 した。本研究計画は,

佐賀大学医学部倫理員会に提出し研究承認を得て

実施した。

2)調 査内容

(1)性 行為経験の有無

(2)デ ー トDVの 知識

デー トDV理 解については山口の り子のデー ト

DV防 止プログラム実施者向けワークブックの意

識調査テス ト 「デー トDV理 解度チェック」16項

目(高 校生が間違った思い込みをしやすい内容)

を基に17),研究者と中学校教諭数名で中学生に適

応できるか検討して作成した10項 目を平成23年

度より調査に加え使用 した(α 係数=0.65)。I-T

相関分析(Item-Total　 Correlation　Analysis)に

より心理測定的検証を行った結果,項 目得点 と尺

度得点 との相 関係数が低 い4項 目を尺度か ら除

き,6項 目を使用 して分析 を行った(α 係数=

0.70)。この質問は,各 内容 について,「そう思わ

ない」または 「そう思 うか」のいずれかで答える

もので,質 問はすべて誤 りのため,「 そう思わな

い」を正解 として1点 とし,そ の合計点をデー ト

DV知 識得点 とした。

(3)デ ー トDVの 認識

内閣府による男女間暴力に関する調査の身体的

暴力,精 神的暴力,性 的暴力の内容を基に7),著

者によ り80高 等学校の19,398人 の高校生の調査

に使用した質問票を参考に,中 学生向けに簡易な

10項 目の中学生版質問票を作成 し,著 者 らの以

前の研究で信頼性が確認 されている質問票を使用

した(a係 数=0.80)9,10)。 男女交際において相

手に対 して行われる場合,「 暴力にあたる」 また

は 「暴力 にあたらない」のいずれかで答えるもの

で,質 問はすべて暴力であるため 「暴力にあたる」

を正解 として1点 とし,そ の合計点をデー トDV

認識度得点とした。

(4)セ ルフ･エ スティーム

全般的セルフ･エ スティーム尺度(Rosenberg

M.1965)18)を 使用した。その尺度は,10項 目から

構成される。本尺度の 日本語版は星野によって翻

訳 され(星 野1970)19),日 本の中学生･高 校生の性

行動に関連する調査において,よ く用いられて20,21),

著者 らの以前の研究で信頼性が確認されている質

問票を使用 した(α 係数=0.78)9)。 質問に対して,

1=非 常に同意する,2=同 意する,3=同 意しな

いと4=ま ったく同意 しない,の4項 目より選択

させた。10項 目の合計点をセルフ･エ スティー

ム得点としている。得点は,10か ら40ま での得

点になる。

(5)男 女交際でお互いを尊重する意識

著者 らが中学生向けに独 自に作成 し,以 前の研

究の使用した簡易な3項 目の質問を使用 した9,10)。

①男女交際において男女の対等な関係は,ど の程

度大切であると思いますか?を 尋ねた。②男女

交際において相手 を思いやることは,ど の程度大

切であると思いますか?を 尋ねた。③男女交際

において自分を思いやることは,ど の程度大切で

あると思いますか?を 尋ねた。これ らの質問に

対 して,1=大 切でない,2=あ まり大切でない,

3=少 し大切 である,4=大 切である,か ら選択

する。お互いを尊重する意識が高くなるほど,点

数を高 く設定した。

(6)性 行為に対する態度

著者 らが中学生向けに独 自に作成し,以 前の研

究の使用 した簡易な3項 目の質問を使用 した9.10)。

①あなたは,あ なた自身が中学生の時に,性 行為

をすることをどう考 えていますか?② あなたは,

あなた自身が高校生の時に,性 行為をすることを

どう考えていますか?(1=か まわない　 2=少 し

はかまわない　 3=あ まりよ くない　 4=よ くな

い)③ あなたは,性 行為をすることをさそわれた

時,断 る自信があ りますか?(1=自 信がない

2=あ まり自信がない　 3=少 しは自信がある　4=

自信がある)3項 目の質問は四者択一で答えるも

ので,思 春期の性行為に対 して慎重な態度ほど点

数を高く設定 した。

3)分 析対象と方法

有効 回答 を得た2,999人(91.2%)の うち,性

行為経験者は97人(3.2%)で あった。そのうち,

学年 は中学2年 生(13歳 または14歳)が41人

(42.3%),中 学3年 生(14歳 または15歳)が56人

(57.7%)で,性 別は男子が53人(54.6%)で,
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表1　思春期早期に性行為経験がある男女のデートDVの 要因比較

男 子

(n=53)

女 子

(n=44)

性行為経験者の
男女間の比較

M(SD) M(SD) t P

デー トDVの 知識合計,M(SD)0-6 4.10(1.62) 4.33(1.70) 0.63 0.529

デー トDVの 認識合計,M(SD)0-10 7.86(2.39) 6.36(2.23) 3.15 0.002

セ ル フ･エ ス テ ィー ム,M(SD)10-40 26.80(5.64) 22.60(5.05) 3.68 0.001

男女関係の意識合計,M(SD)3-12 10.38(2.41) 10.56(2.09) 0.39 0.691

性行為に対する態度合計,M(SD)3-12 5.54(2.69) 6.95(2.30) 2.69 0.008

女子が44人(45.4%)で あった(以 下:経 験者)。

統計ソフトを使用し統計学的に分析に必要な対照

群として学年と性別の割合を一致させ,無 作為に

性行為未経験者388人 を抽出した。そのうち,中

学2年 生が164人(42.3%),中 学3年 生が224人

(57.7%)で,男 子212人(54.6%),女 子176人

(45.4%)で あった(以 下:未 経験者)。

性行為経験の男女間と男女毎に経験者･未 経験

者について,デ ー トDVの 知識合計得点,デ ー ト

DVの 認識得点,セ ルフ･エ スティーム,男 女関

係の意識,性 行為に対する態度の値をt検 定によ

り比較 した。また,男 女毎に経験者･未 経験者に

ついて,デ ー トDVの 理解 とデー トDVの 認識の

各項目の割合をχ2検定により比較した。分析は,

SPSSバ ー ジョン21を 使用 し,有 意水準 をp<

0.05と した。

Ⅲ.結 果

1.性 行為経験がある男女のデー トDVに 関す

る要因の比較(表1)

デー トDVの 知識合計得点は,性 行為経験があ

る男女で有意な差を認めなかった。 しか し,デ ー

トDVの 認識得点 とセルフ･エ スティームは,男

子が女子より有意に高いことを示 した。男女関係

の意識は,男 女で有意な差を認めなかった。 しか

し,性 行為に対する否定的態度は,男 子が女子 よ

り有意に低いことを示した。これらの結果により,

要因によって男女差を認めたため,男 女毎に性行

為経験 と各要因の分析結果を以下に示す。

2.男 子における性行為経験者 と未経験者のデ

ー トDVの 要因比較(表2)

1)デ ー一トDVの 知識

男子のデー トDVの 知識合計得点は,未 経験者

が経験 者 よ りも有 意 に高 い こ とが示 され た

(p=0.015)。 また,各 項 目において,「DVや デー

トDVが 起 きた としても,き っ と1回 だけだ」

(p=0.004),「 とても親しくなれば,女 子がいやが

っても男の子が性行為 をしたがるのはしかたな

い」(p=0.006),「 女子の方から避妊してなんて言

ったら嫌われる」(p=0.037)に ついて,未 経験者

は経験者より正しく知っている生徒の割合が有意

に多いことが認められた。

2)デ ー トDVの 認識

男子のデー トDVの 認識合計得点は,経 験者と

未経験者で有意な差を示さなかった。各項 目にお

いても有意な差を認めなかった。

3)セ ルフ･エ ステイーム

男子のセルフ･エ スティーム得点は,経 験者と

未経験者で有意な差を示 さなかった。

4)男 女関係の意識

男子の男女関係の意識合計得点は,経 験者と未

経験者で有意な差を示さなかった。各項目におい

ても有意な差を認めなかった。

5)性 行為に対する態度

男子の性行為 に対する否定的態度の合計得点

は,未 経験者が経験者より有意に高いことを示し

た(p<0.001)。 そのうち,現 在における中学生

の性行為を拒否する態度得点は,未 経験者が経験

者より有意に高かった(p<0.001)。 また,将 来

の高校生の時に性行為を拒否する態度得点は,未

経験者が経験者より有意に高かった(p<0.001)。

さらに,性行為を誘われた時に断る自信の得点は,

未経験者が経験者より有意に高いことが認められ

た(p<0.001)。
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表2　思春期早期の男子における性行為経験者と未経験者のデートDVの 要因比較

性行為経験

者(n=53)

性行為未経

験者(n=212)

性行為経験群と
未経験群との比較

%/M(SD) %/M(SD) t/χ2 P

デー トDVの 知識合計,M(SD)0-6 4.lO(1.62) 4.75(1.4O) 2.51 0.Ol5

①DV(デ ー トDV)は 大人だけの問題だ(%) 72.5 83.5 3.24 0.107

② デー トDVは 中学生や高校生には関係ない(%) 78.0 84.4 1.19 0.295

③ デー トで暴力をふるわれる女子はほとんどいない(%) 56.6 66.0 1.64 0.205

④DVや デー トDVが おきた としても、きっと1回 だけだ(%) 74.5 90.5 9.56 0.004

⑤ とても親しくなれば、女子がいやがっても男子が性行為を

したがるのはしかたない(%)
54.9 75.0 8.08 0.006

⑥女子の方から避妊 してなんて言ったら嫌われる(%) 57.l 73.1 4.79 0.037

デー トDVの 認 識合計,M(SD)O-1O 7.86(2.39) 8.00(2.87) 0.51 0.606

①たたいたりして、けがをさせる(%) 92.5 94.3 0.26 0.534

②けがをしない程度に、たたいたり、けったりする(%) 83.0 84.4 0.06 0.834

③突 き飛ばした り、ものを投げつけたりする(%) 92.5 94.3 0.26 0.534

④ ものをこわしたり、なぐるふりをする(%) 70.8 83.0 3.25 0.083

⑤大声でどなる(%) 61.3 62.3 0.01 1.000

⑥バ カにしたり、心が傷つくようなことを言う(%) 80.8 84.4 0.41 0.532

⑦何 を言っても、相手にせず無視する(%) 63.5 77.4 3.63 0.073

⑧監視したり、外出させなかった りして行動の自由を奪う(%) 82.7 84.4 0.09 0.832

⑨他の異性と話をしたり、親しげにした りすることを怒る(%) 67.5 69.2 0.06 0.870

⑩性行為やキスを断われなくする(%) 81.6 82.7 0.03 1.000

セ ル フ･エ ス テ ィー ム,M(SD)l0-40 26.80(5.64) 26.33(4.84) 0.52 0.606

男女関係の意識合計,M(SD)3-12 10.38(2.41) 10.43(1.76) 0.13 0.898

①男女交際において男女の対等な関係は,ど の程度大切で

あると思いますか　 M(SD)1-4
3.52(0.85) 3.46(0.73) 0.53 0.630

②男女交際において相手を思いやることは,ど の程度大切で

あると思いますか　 M(SD)1-4
3.56(0.87) 3.67(0.61) 0.90 0.372

③男女交際において自分を思いやることは,ど の程度大切で

あると思いますか　 M(SD)1-4
3.28(0.86) 3.31(0.749 0.21 0.838

性行為に対する態度合計,M(SD)3-12 5.54(2.69) 9.18(2.55) 8.67 <0.001

① 中学生の時に性行為を拒否する態度,M(SD)1-4 1.76(1.11) 3.14(0.97) 8.04 <0.001

② 高校生の時に性行為を拒否する態度,M(SD)1-4 1.58(0.99) 2.91(1.06) 8.37 <0.001

③性行為を誘われた時にことわる自信,M(SD)1-4 2.27(1.22) 3.14(0.93) 5.65 <0.001

3.女 子における性行為経験者 と未経験者のデ

ー トDVの 要因比較(表3)

1)デ ー トDVの 知識

女子のデー トDVの 知識合計得点は,未 経験者

が経 験者 よ りも有 意 に高 い こ とが示 され た

(p=0.009)。 また,各 項 目において,「 デー トDV

は中学生や高校生には関係ない」(p=0.025)に つ

いて,未 経験者は経験者より正 しく知っている生

徒の割合が有意に多いことが認められた。

2)デ ー トDVの 認識

女子のデー トDV認 識合計得点は,未 経験者が

経験者 より有意に高いことが示された。また,各

項目において,「 ものをこわした り,な ぐるふ り

をする。」(p=0.033),「大声でどなる」(p<0.001),

「何を言っても,相 手にせず無視する」(p=0.010)

について,未 経験者が経験者より暴力だと認識し
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表3　思春期早期の女子における性行為経験者と未経験者のデートDVの 要因比較

性行為経験

者(n=44)

性 行為未経

験者(n=176)

性行為経験群と
未経験群との比較

%/M(SD) %/M(SD) t/χ2 P

デートDVの 知識合計,M(SD)0-6 4.33(1.70) 4.94(1.25) 2.63 0.009

①DV(デ ー トDV)は 大人だけの問題だ(%) 79.5 84.1 0.52 0.501

② デー トDVは 中学生や高校生には関係ない(%) 75.0 89.1 5.94 0.025

③ デー トで暴力をふるわれる女子はほとんどいない(%) 69.8 75.0 0.49 0.561

④DVや デー トDVが お きたとしても、きっと1回 だけだ(%) 86.0 94.3 3.44 0.095

⑤ とても親しくなれば、女子がいやがっても男子が性行為を

したがるのはしかたない(%)
55.8 71.6 3.98 0.066

⑥ 女子の方から避妊してなんて言ったら嫌われる(%) 72.1 81.0 1.67 0.210

デー トDVの 認識合計,M(SD)0-10 6.36(2.23) 7.64(2.26) 3.37 0.001

① たたいたりして、けがをさせる(%) 97.7 94.9 0.61 0.691

② けがをしない程度に、たたいたり、けったりする(%) 70.5 77.8 1.06 0.324

③ 突 き飛ばしたり、ものを投げつけたりする(%) 95.5 97.2 0.33 0.629

④ ものをこわしたり、なぐるふりをする(%) 52.3 69.9 4.89 0.033

⑤ 大声でどなる(%) 31.8 64.2 15.13 <0.001

⑥ バ カにしたり、心が傷つくようなことを言う(%) 70.5 79.0 1.45 0.233

⑦ 何 を言っても、相手にせず無視する(%) 43.2 65.1 7.1l 0.010

⑧ 監視したり、外出させなかった りして行動の自由を奪 う(%) 81.8 84.1 0.13 0.820

⑨ 他の異性と話をしたり、親しげにしたりすることを怒る(%) 35.7 51.7 3.47 0.085

⑩ 性行為やキスを断われなくする(%) 65.9 80.1 3.87 0.062

セ ル フ･エ ス テ イー ム,M(SD)10-40 22.60(5.05) 24.55(4.80) 2.28 0.026

男女関係の意識合計,M(SD)3-12 10.56(2.09) 10.93(1.17) 1.54 0.267

① 男女交際において男女の対等な関係は,ど の程度大切で

あると思いますか　M(SD)1-4
3.52(0.76) 3.57(0.58) 0.34 0.728

② 男女交際において相手を思いやることは,ど の程度大切で

あると思いますか　M(SD)1-4
3.73(0.69) 383(0.40) 1.25 0.210

③男女交際において自分を思いやることは,ど の程度大切で

あると思いますか　M(SD)1-4
3.32(0.88) 3.54(0.53) 2.09 0.037

性行為に対する態度合計,M(SD)3-12 6.95(2.30) 9.16(2.18) 5.68 <0.001

①中学生の時に性行為を拒否する態度,M(SD)1-4 2.36(1.10) 3.23(0.87) 5.53 <0.001

②高校生の時に性行為を拒否する態度,M(SD)1-4 1.95(1.02) 2.74(1.02) 4.54 <0.001

③性行為を誘われた時にことわる自信,M(SD)1-4 2.57(1.02) 3.21(0.79) 4.49 <0.001

ている生徒の割合が有意に多いことが認められた。

3)セ ルフ･エ スティーム

女子のセルフ･エ スティーム得点は,未 経験者

が経験者より有意に高いことが示された。

4)男 女関係の意識

女子の男女関係の意識合計得点は,経 験者 と未

経験者で有意な差を示さなかった。しかし,各 項

目において,「男女交際において自分を思いや る

ことは,ど の程度,大 切 であると思 いますか」

(p=0.037)に ついては,未 経験者が経験者より大

切であるという意識が有意に高いことが認め られ

た。

5)性 行為に対する態度

女子の性行為 に対す る否定的態度の合計得点

は,未 経験者が経験者より有意に高いことを示 し

た(p<0.001)。 そのうち,現 在における中学生
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の性行為 を拒否する態度得点(p<0.001),と 将

来の高校生の時に性行為を拒否する態度得点は,

未経験者 が経験 者 よ り有 意に高か った(p<

0.001)。 さらに,性 行為を誘われた時に断る自信

の得点は,未 経験者が経験者より有意に高いこと

が認められた(p<0.001)。

Ⅳ.考 察

1.デ ー トDVの 知識

思春期早期に性行為の未経験者は,経 験者より

も,デ ー トDVの 知識得点が高いことが明 らか と

なった。男子では,「DVや デー トDVが 起 きたと

しても,き っと1回 だけだ」は性行為経験者の方

が理解は低 く,デ ー トDVが 起 きやすいことが推

測 される。 また,「 とても親しくなれば,女 子が

いやがっても男子が性行為をしたがるのはしかた

ない」や 「女子の方か ら避妊 してなんて言ったら

嫌われる」も,性 行為経験者の方が未経験者 より

も理解が低かった。海外の研究では,女 性 に対す

る性的暴力を支持する態度は,男 女の不平等な態

度に関係していることが報告されている14,15)。思

春期早期に性行為の経験 をした男子は,女 子がい

やがっても男子が性行為 をしたがるのはしかたな

いと考えることは,女 子が男子 に対 して従属的で

あるという意識やイメージをもちやすいと推測さ

れる。また,思 春期早期 に避妊行動ができないま

ま性行為 を開始した男子は,女 子の方か ら避妊し

てなんて言ったら嫌われるといった性的に女性を

束縛した り支配した りする男性優位の関係の方を

支持する可能性があると考える。日本では,恋 愛

関係において,男 女間で支配や束縛があるのは当

然という偏見や誤解があると報告されているよう

に22),それは伝統的な男女観を支持することにな

り,男 性がリードをして女性がそれに従 うという

関係性を学んだ結果,男 性が暴力の加害者となり,

女性が暴力の被害者となるリスクが大 きくなると

考えられる。 また,思 春期早期の性行為経験は,

自己の行動を正当化す るために,デ ー トDVに 関

する理解が低 く,予 防意識の低 さにつながる可能

性があ り,そ の結果,DVの 発生 リスクが高まる

ことが推測される。

女子においても,性 行為未経験者は,経 験者 よ

りも,デ ー トDVの 知識得点が高いことが明らか

となった。特に,「 デー トDVは 中学生や高校生

には関係ない」については,性 行為経験者の方が

未経験者 より理解が低 く,当 事者意識が不足 して

いることを認めた。この結果より,女 子において

も,デ ー トDVが 中学生や高校生にも関係がある

という当事者意識を高める教育が必要であること

が示唆される。

2.デ ー トDVの 認識

デー トDVの 認識得点は,性 行為経験者のうち

男子が女子より高いことを示した。デー トDVは,

男性よりも女性が被害を受けやすいことが報告さ

れているように7),女子の方が暴力の認識が低 く,

デー トDVの 被害 を受けやすい と言える。また,

男子でデー トDVの 認識は性行為経験者と未経験

者で差を認めなかったが,女 子では,性 行為未経

験者は,経 験者よりも,デ ー トDVの 認識得点が

高いことが明らか となった。さらに,女 子は,怪

我をするような身体的な暴力は,性 行為の経験に

関係な く暴力 と認識できていたが,「 ものをこわ

した り,な ぐるふ りをする」,「大声でどなる」,

「何を言 っても,相 手にせず無視する」などの精

神的な暴力が起 きても気づきにくいということが

示唆される。

3.セ ルフ･エ スティーム

セルフ･エ スティームは,性 行為経験者のうち

男子が女子 より高いことを示 した。男子でセル

フ･エ スティームは性行為経験者と未経験者で差

を認めなかったが,女 子では,性 行為未経験者は,

経験者 よりも,セ ルフ･エ スティームが高いこと

が明らかとなった。この結果は,中･高 校生の性

行動とセルフ･エ スティームが関連していること

を報告 した研究15)と一致 した。また,中 学生を対

象としたライフスキルを用いた性教育プログラム

の効果が示 しているように21),思春期の性行為 に

伴う危険を減らすためには,知 識を提供するだけ

でなく,セ ルフ･エ スティームを高める教育が必

要であると言える。

4.男 女交際の意識

男女共に,男 女関係の意識合計得点は,経 験者
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と未経験者で有意な差を示さなかった。男子では,

各項 目に有意な差を認めなかったが,女 子で 「男

女交際において自分を思いやること」については,

未経験者が経験者 より大切であるという意識得点

が有意に高いことが認められた。女子の性行為経

験者は,セ ルフ･エ スティームが低いために,男

女交際においても自分のことを大切にできないこ

とが推測される。

5.性 行為に対する態度

男女共に,未 経験者は,経 験者と比較して,思

春期早期にあたる中学生時の性行為 を拒否する態

度を持ち,高 校時においてもその態度が続 くこと

が認め られた。また,性 行為を誘われた時に断る

自信とも連動し,将 来の性行為 に対する慎重な態

度につながっていることが示唆された。一方,現

在,性 行為経験のある中学生は,高 校でも性行為

を容認する態度となり,性 行為を誘われた時に断

る必要がないと考えているものと推察できる。思

春期早期の性行為経験は,現 在や将来の性行為を

拒否する意識をもつことは難 しくなり,安 易な性

行為につながるリスクが高 くなると考えられる。

この研究により,男 女共に,性 行為未経験者は,

経験者よりデー トDVの 知識得点が高 く,性 行為

に対する否定的態度の得点が高いことを示 した。

また,女 子の未経験者は,経 験者よりデー トDV

の認識得点とセルフ･エ スティームが高く,男 女

交際において自分を大切にする意識得点が高いこ

とが認め られた。これらにより,デ ー トDV等 に

よる性暴力を予防するために,男 女交際の開始に

より性行為が活発 となる前の思春期早期に,デ ー

トDVに 対する知識や認識を身 につけると同時

に、セルフ･エ スティームを高め,対 等な男女関

係や慎重な性的態度を養う教育が必要であると考

える。近年,よ うやくわが国において,中 学生向

けのDV予 防教育プログラムが実践され,そ の有

益が評価されてきた10,23)。須賀らは,男 女の違い

や学年の違い,ど のような中学生に,特 に有効で

あるかという新たな視点で,深 く分析する必要が

あると課題を述べている23)。今後のプログラムに

おいて,性 行為を経験する前 に,デ ー トDVに 対

して正しく理解することは,将 来のDVを 予防し,

平等な男女関係 を育むために大切であると考 え

る。さらに,対 象の年齢や性差を考慮し集団教育

を行い,思 春期早期に性行為経験がある対象へ個

別相談を学校と連携して実施 していくことが重要

であると考える。

この研究の限界は,思 春期早期の性行為経験と

関係が予測されるデー トDVの 要因について分析

を行ったが,思 春期の性役割等の価値観やデー ト

DVお よび性暴力の被害経験等は明らかでない。

今後は,対 象者を検討し,調 査内容をより改善す

ることが必要である。また,日 本の全国規模の調

査でないため地域性が出ている可能性があ り,研

究結果を一般化することができない。今後,よ り

広範囲の対象へ調査 を拡大することが必要であ

る。
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